
 

 

 

 
 

｢生徒が輝く日本一の小規模校｣を目指して 
～自立した社会人としての基盤づくり～ 

 
 
昨年                 １２月の選挙結果を受け、平成２５年度の生徒会役員が決定し、

１月７日(月)の朝会で任命書が渡されました。 
その後、新会長により「交通安全と学業成就」を祈願して、 

新しいダルマに目を入れました。来年度の生徒会役員として、これま
で以上に生徒会そして学校全体を盛り上げることを期待しています。 

◆平成２５年度生徒会役員 
会長  ２年 石下隆浩 
副会長 ２年 村山卓也  １年 渡邉琢巳 
書記  ２年 渡邊夏海  １年 鈴木 京 
会計  ２年 五月女友哉 １年 増形由衣 

 
 

 小中一貫教育の具体策である「持久力向上」の実践として、 
１１月から実施している「体力向上プロジェクト バージョンアップ版」。 
１５日の雪で校庭がなかなか使えず延期になっていた長距離走大会を２４日(木)実施しました。３年生の

面接指導期間であり少ない人手の上に７時間の日と、資源が限られていましたが実践第１主義を遂行。距離
短縮＆男女別実施と方法を工夫して実施しました。 
以前に増して真剣に走る生徒が増えるなど「心の強さ」の向上が見られ、教職員一同目を細めていました。 
 
◆第３回校内長距離走大会入賞者一覧 １月２４日((木))実施 

 男子 ２，０００ｍ 女子 １，０００ｍ 

１位 ２年 村山卓也 ７分２８秒 １年 阿美真衣 ４分０８秒 

２位 ２年 五月女友哉 ７分４１秒 １年 鈴木菜那 ４分０９秒 

３位 ２年 手塚新輔 ７分４２秒 ２年 森本由姫 ４分１８秒 

４位 １年 山口 輝 ７分５５秒 １年 森戸聖実 ４分２０秒 

５位 ２年 菊地慶也 ７分５６秒 １年 薄井美香 ４分２８秒 

６位 ２年 石下隆浩 ８分１４秒 １年 金子結花 ４分２９秒 

７位 ２年 鈴木勇太 ８分１５秒 １年 渡邉琉楠 ４分３１秒 

８位 ２年 松平真宣 ８分１５秒 １年 吉成加奈 ４分５５秒 

 
 
                    １月１５日(火)は前日の雪により２時間遅れの登校としました

が、半数の生徒が自分の足で登校しました。 

前日の夕方、学区を車で巡回しました。その結果、峠道等での積

雪が多く、「自転車登校」を基本とする本校では通常の朝の通勤時

刻における登校では危険が多すぎると判断。危機回避のため、自転

車登校の現状をふまえて「２時間遅れの１０時登校」としました。

その結果が、右のとおりです。 

登校時刻にいつものように東門で生徒を迎えました。昨日の状況

から、自転車で登校してくる生徒は果たして……。しかし、杞憂で

した。思った以上の生徒が自転車で登校。学校南の道路を自転車を

押して登校してきた長井地区の生徒を見たときは、思わず嬉しくなりました。「これなら大丈夫。多少の困難

に打ち勝つ強い精神が養われるに違いない」。 

「生きる力の育成」が現学習指導要領の核です。それが日常化され自然に実践されていることに泉地区の

教育力の高さがうかがい知れた、よい朝となりました。 

年組 生徒数 
自力登校 

自転車 歩き 計 

１ ２９  ９  ４ １３ 

２ ３１ １１  ２ １３ 

３－１ １６ １０  ２ １２ 

３－２ １５  ８  ４ １２ 

合計 １００ ３８ １２ ５０ 

矢板市立泉中学校だより 
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１月２８日(月) 

大雪！半数が自分の足で登校 

平成２５年度生徒会役員決定 

ダルマに目玉を入れる新会長(中央) 

第３回校内持久走大会実施 



 
１月１９日(土)数検の団体受検が行われました。生徒の希望は４

名。しかし、数検は５名揃わないと団体受検ができません。そこで、本校の事務の田島先生が助っ人受検で
「３級」(中３程度)にチャレンジしました。１月２５日(金)の英検では同じく中屋
先生の協力で団体受験の最低人数１０名を確保。一方、１０名で団体受検が可能と
なる２月９日(土)の漢検には１６名が希望。このうち３年生は４名。ということは、
１・２生生は６０名中１２名が受検ということです。 
昨年の今頃、小中一貫教育の学力向上策として「英検・数検・漢検３級合格」を

打ち出し、今年度から実施。１年目にもかかわらず、生徒の意欲が高まっているこ
とを大変嬉しく思います。 
なお、休日にもかかわらず監督・指導にあたった鈴木先生・印南先生、団体受検

成立のため献身的な協力を惜しまない泉中の教職員に心より感謝いたします。 
 
 

                    １２月８日(土)に本校で団体受検した、小中一貫教育の具体策
である｢数検｣の合格者が発表になりました。 

◆３級 ３年 菊地 綺音、３年 山﨑 世那 
◆４級 ２年 石下 隆浩、２年 伊東はるか、２年 松本 悠汰 

なお、３級以上は高校入試の調査書に記入することができます。 
再来年度(現２年生)の入試からは現在の学校推薦制度はがなくなり、かわりに自己推薦である「特色選抜」

がスタートします。これまで以上にアピール度が必要となります。生徒の皆さん、「英検・数検・漢検」にど
んどんチャレンジしてください。 
 
 
                   今年度最後の小中合同

研修会が１月２３日(水)泉小学校で開かれました。 
今年１月に保護者の方に協力依頼をしたアンケート結果を参考に

「生き方部会」「体力・健康部会」「学力部会」の３部会ごとに今年度
の反省点や来年度に向けての改善点等について話合いをしました。各
部会ともに発言が多く、先生方の意識の高さがうかがわれました。 
４月からは第２スパン２年目となります。賢く・優しく・逞しい生

徒を目指し、残り２か月有効に使いたいと思います。保護者の皆様の
御協力をよろしくお願いいたします。 
 
 
                   本校の中屋栄養士が、泉地区小

中一貫教育の一貫として、泉小学校で下記の日時に担任の先生と一緒に授業
を行いました。 

◆１月１８日(金)２年生４時間目「マナーを守ろう」 
これまでの授業同様、授業後に給食を一緒に食べながら、マナー指導等に

もあたりました。 
小中一貫教育の架け橋役として積極的に授業をこなす中屋先生、ありがと

うございます。 
 
 
                   最近は携帯・スマホ・ＰＣ等を通じ電子媒介のやりとりが増え

ていますが、これは便利な半面使い方を間違えると人間関係に大きな支障をきたしますので、御注意下さい。 
通常の対面会話においては、「①言葉 ②音声 ③顔の表情」の３点セット

でやりとりをします。したがって「バカね」という言葉でも、音声や顔の表
情で親しみを込めた言い方であることが判断できます。電話の場合は①と②
になりますが音声にも表情がありますから相手の意図を読み取る衣事が可能
です。 
しかし、メール等にはそれがありませんので、相手の心を読み取ることが

でません。そこで、行き違いが発生します。また、このことは相手でなく自
分の感情で判断することになるので、疑心暗鬼になったり攻撃性が強くなったりします。そこでつい感情的
なメールを発信してしまう。そして、一度発信したものは消えず一人歩きしてしまいトラブルに…。 
親子でメール等の危険性と正しい使い方について、ぜひ一度話し合ってください。 

今年度最後の小中合同研修会 

中屋栄養士 泉小で授業 

２年｢マナーを守ろう｣ 

話合いの様子 

メール、ブログ等に注意 

12/8(土)数検の結果 

団体受検 意欲の高さに感謝！ 


